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　ۙ年、企業の中௕ظ計ը΍事業目ඪの中に女性活躍推進をܝ͛、ϗーム΃ーδ等を通じ
多くのスςーΫϗルμに対してૌٻする企業がある。少子高齢化の中で࿑ಇ力の֬อ、ফ
අ者のᅂ޷ม化に対Ԡした৽঎඼の開発΍޿報ઓུのཱҊなど、企業のҡ࣋発展に女性の
能力を最େݶに活用することが必要となってきている。これにՃえて201年݄̐に施行さ
れた女性の職業ੜ活における活躍の推進に関する法律（ҎԼ「女性活躍推進法」という。）
によって、各企業は女性活躍に向けた計ըࡦ定と実ફをՃ଎させる必要にかられている。
　しかしながら、女性が活躍できる職場؀ڥを࡞り、それを実行するためのॲํᝦは企業
ຖにҟなりը一化した施ࡦは展開しͮらい。女性の活躍推進には、まͣ、ࣗ社における女
性の状況の೺Ѳ・෼ੳとਅの՝題をநग़し、どのようなํ向に進めるかというܦӦトοプ
の強い意ࢥ表ࣔと各組৫௕はもͪΖん職場全員のཧ解が必要となる。
　੓෎は2020年までに女性の؅ཧ職の割߹を0ˋにするという目ඪをଧͪग़し、女性活
躍推進法によってこれを実行しようとしている。しかし、೔本の女性؅ཧ職の割߹は
12ˋ１とԤถॾࠃにൺべて極めて௿い。女性の活躍推進をධՁするࡍに女性؅ཧ職の割
߹だけではなく、企業内で女性がࣗݾの有する能力を発شし、その結果として企業の発展
とࣗݾ実現にد༩していることを実感できることが必要であると考えられる。
　女性活躍推進で最もॏ要なことは、؅ཧ職、同྅、そして女性ࣗ਎の意識վֵである。
ܦӦ૚が部௕΍ࢧళ௕というϋΠΫϥスのϛυルϚネδϝント૚に指ࣔをग़すと、その場
では「෼かりました」とฦ事をするが、い͟人事ҟ動で女性をҟ動させようとするとこの
個体ではと೉บをつけ、ద੾な配置ができないことがある。総࿦ࢍ成、各࿦൓対のϛυル
Ϛネδϝント૚も多い。資ੜಊシϣοΫに୅表されるように職場の同྅、特に女性の同྅
にཧ解をಘることも՝題となっている。女性の中には今までԿもしてくれなかったのにٸ
に活躍推進という名目でݫしいݚमをडߨさせられたり、ࣗ෼より年Լの女性が؅ཧ職に
ൈడされることをྑしとしない෩ைもある。さらに、ࢲはこのままでྑいと考えて、後ഐ
の女性の活躍推進に後Ζ向きの࢟੎の女性もいる。子ڙのいない同྅にはཧ解しにくい྆
ཱࢧԉの内容もある。
　女性活躍は、女性ࣗ਎がいかにࣗ෼のকདྷを৴じલ向きに取り組Ήかにかかっている。
女性活躍推進は女性を؁΍かすということではなく、女性ࣗ਎が高い意識を࣋って業務に
ᬏ進し、能力を৳௕させるという意識で企業内活動に積極的に関わるということである。
その中で成果を発شした女性をదਖ਼にධՁ・ॲ۰することが結果的に女性活躍推進につな
　１　࿑ಇ੓ࡦݚڀ・ݚम機構（2017）,Q。
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がることとなる。
　筆者は、女性活躍推進を積極的に推進しようとする企業のスタートから関わり、女性活
躍推進を実現するためにどのように進めるべきかを一連のプロセスを通じて解き明かすこ
とを考えている。
　本稿では、女性活躍推進に向けて取り組んだ企業の１年間の活動を総括的にまとめるこ
ととした。チーム発足の準備段階から発足、中間報告、最終報告までの一連の流れを総括
的にリサーチしている。
２．リサーチ企業の状況
　今回の調査対象企業は、株式会社東京エネシスである。同社は、東京証券取引所第１部
に上場している、社員2約1,200名の企業である。主な業務は電力設備の設計・施工、ビ
ル等の設備の設計・施工、太陽光設備の建設・設備工事を中心に展開している企業であ
る3。
　同社は、建設・設備工事が中心の企業であることから現場業務が多く、元請けとして多
くの協力企業を動かす必要がある。このため職場全体の雰囲気として女性社員は一般事務
が中心で技術系・現場系の職域に女性を配置し育成するという考えは少なかった。これに
伴い女性社員の採用は事務部門を中心に行い、女性社員数は74名と全社員の１割にも満た
ない状況となっている。
　しかしながら、今後の少子化高齢化の中で、能力ある女性の活躍を推進しなければ、企
業として存続が危ういという人事担当常務の強い危機感から女性活躍推進を積極的に実行
することとし、その実施体制を整備することとした。
３．発足準備
　女性活躍推進を積極的に展開するために女性社員の現状の意識をアンケート形式で調査
し、その内容を見ながら検討を開始することとした。なお、アンケートの内容について細
かいレベルまで突っ込んだ調査項目を設定すれば有効な調査結果を導くことができるが、
少ない女性社員数に対して、あまり細かく、しかも問題点を回答させると個人が特定され
2　法的に社員とは社団の構成員のことを指すが、本取り組みを行っている企業の各資料が社員という
表記になっていることから本稿においては従業員のことを一律「社員」と表記する。
3　株式会社東京エネシス「会社概要」より。
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るՄ能性があり、有効な回答がಘられないことを考ྀして、୹࣌間で回答でき、あまり突っ
込んだ内容の項目を設定しないこととした̐。
　さらに、全社員に対する意識ͮけをਤるため、201年3݄17೔に「女性活躍ϑΥーϥム」
を開࠵した。本ϑΥーϥムは、女性活躍を推進する取り組みの一؀として各部ॺから女性
社員とその上࢘およͼ育ࣇٳ業中の社員110名がࢀՃして実施された。開会のѫࡰでೂ࡚
社௕（当࣌）が「東京エネシスが存続し続けるためには、多༷なՁ஋؍を࣋ͪ、意ཉのあ
る社員が性ผ・年齢等に関わらͣ、能力を最େݶに発شしていくことが必要であり、全て
の社員が意識վֵをして、ࣗら考え、ࣗら実ફして৽たな業務にチϟレンδしていくこと
が必要である」とのࢥいをड़べた。その後、筆者が女性活躍推進の必要性についてߨԋを
行った。
　さらに、ϑΥーϥムの第ೋ部として筆者と̐名の女性により「子育てと࢓事のཱ྆につ
いて」等の題ࡐでύネルσΟスΧοシϣンを実施した。
ਤ̍ɹϑΥーϥϜʹ͓͚Δೂ࡚ࣾ௕の܇ࣔ
　このϑΥーϥムの状況を全社員に職制を通じて、社内報を通じてप஌し、201年݄̑に
発足するタスΫチームϝンόーのืूを行うこととした。
̐　結果についてはผ్ৄ細にධՁする。
・女性活躍推進のझࢫにࢍ同し、女性が活躍できる؀ڥͮくりに取り組んでいただける社員であれば
どなたでもԠืできます。
・特ผ؅ཧ職、組߹員、職छ、年齢、性ผ、ֶྺを問いません。
・ࣗન、ଞનを問いません。
・Ԡืしたํには、人事部から本人΁の意ࢥ֬ೝを行った後、Ԡื者の所ଐ௕に連བྷいたします。
・Ԡื者が多数の場߹には、ࢀՃできない場߹があります。
ग़所ɿ人事部௕発各部ॺ௕Ѽて「女性活躍推進タスΫチーム発足とϝンόーืूについて」より。
ද̍ɹঁੑ׆༂ਪਐλεΫチーϜϝϯόーืूཁྖのԠืʹؔΔݸॴ
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　201年݄̐2೔女性活躍推進タスΫϝンόーのืूについて部௕会ٞで通஌した上で表
１のืू要項をؚΉจॻを全社員にप஌した。
　また、同࣌ظに女性活躍推進法にجͮきްੜ࿑ಇলにఏग़したࣗ社の行動計ըを積極的
に推進するための施ࡦについても社内でप஌された。
１ɽ計ըظ間
　　　201年݄̐１೔ʙ201年3݄1೔（3Χ年）
2ɽ当社の՝題
　（１）女性の技術者が少ない。
　（2）女性の؅ཧ職が少ない。
3ɽ目ඪと取組内容・実施࣌ظ
目ඪ１ɿ技術系女性社員を2名Ҏ上採用する。
ʻ取組内容ʼ
201年݄̐ʙ　技術系女性社員のԠืを૿΍すため、女子ֶੜ向けύンϑレοトを࡞成する。
201年݄̐ʙ　採用プロδΣΫトチームを発足し、会社આ明会等の内容等を見௚す。
201年10݄ʙ　技術系女性社員がಇき΍すい設備等の؀ڥを整える。
目ඪ2ɿ女性が活躍できるΩϟリアύスを構ஙする。
ʻ取組内容ʼ
201年݄̐ʙ　育ࣇٳ業からの෮ؼ後の෮ؼプロάϥムを࡞成する。
201年݄̑ʙ　女性活躍推進プロδΣΫトチームを発足、女性が活躍できる؀ڥ΍Ωϟリアύスにつ
いて、検討する。
201年݄̓ʙ　؅ཧ職ީิ者（෭௕ڃ）のཆ成を目的としたスΩルアοプݚमを実施する。
2017年݄̐ʙ　؅ཧ職およͼ女性社員の意識վֵをਤるݚमを開࠵する。
ද２ɹঁੑ׆༂ਪਐ๏ʹجͮ͘ߦಈܭը
̐．ମ੍
　体制については、人事担当常務が総੹೚者となり、人事部௕、࿑務Ϛネーδϟーが中心
となって「採用」、「育成」、「育ࣇ・ٳ職」の3タスΫを同࣌進行させることとした。各タ
スΫチームのϝンόーは、લड़のืू要項を見てͥͻࢀՃしたいとئいग़たϝンόーと職
場の中֩として活躍し、建設的なࢥ考を࣋つϝンόーによって構成された。各タスΫチー
ムは10名ఔ౓のϝンόーで構成し、検討、検討にجͮく施ࡦを実行することとした。
　筆者の໾割は、アυόΠβーとして各タスΫがԁ׈に機能するようにϑΝシリςートす
ることである。総੹೚者の常務は人ࡒ育成に強い意ࢥを࣋っており、筆者に対しタスΫチー
ムϝンόー約0名の育成を中心に上खくリーυするようにґཔした。
（）
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採用タスクチーム 育成タスクチーム 育児・休職タスクチーム
タスクチームオーナー
常務（人事担当）
タスクチームリーダー
人事部長
タスクチームサブリーダー
労務マネージャー
アドバイザー
筆者
ਤ２ɹλεΫの࣮ࢪମ੍
　各タスΫチームが検討すべき内容は表3のとおりとなっている。ج本的にはどのような
ことを検討してもྑいというスタンスであるが、ϝンόーがどのようなことをج࣠に検討
を開始するべきかのಓےが必要なことから、事務ہの࿑務Ϛネーδϟーと筆者とのଧͪ߹
わせによって検討すべき内容をྫࣔした。
ද３ɹ֤λεΫチーϜのݕ౼಺༰ྫ
タスΫチーム名 検討内容のྫ
採用タスΫチーム ˓技術系女性社員の採用
育成タスΫチーム
˓技術系女性社員の育成
˓事務系女性社員の育成
育ࣇ・ٳ職タスΫチーム
˓ٳ職લ、ٳ職中、ٳ職後のϑΥロー
˓ٳ職者の意識վֵ
　採用タスΫチームは、技術系女性社員を採用するためにどのようにֶੜに޿告し、ૌٻ
していくか、また採用するための体制をどのようにすべきかを中心に検討することを目ඪ
とした。
　育成タスΫチームについては、女性活躍推進の中で対֎的にެ表した技術系女性社員を
採用した場߹にどのように育成すべきかというڭ育・܇࿅体系のܽ೗の解ফを٤ۓの検討
目ඪとし、育成体系構ஙの中でग़࢈、育ࣇという女性のϥΠϑΠベントを考ྀした部෼を
事務系女性社員にも展開するという検討目ඪも設定した。
　育ࣇ・ٳ職タスΫチームは、΄とんどのϝンόーがܦݧしている೛৷、ग़࢈、育ࣇ、ٳ
職、職場෮ؼというプロセスの中でࣗ෼ࣗ਎がࠔったܦݧをجに、女性ࣗ਎が、また上࢘
がどのようにすればྑいかを検討の目ඪにすることとした。さらに、育ࣇをする女性ࣗ਎
ࣗらも企業の一員としてٳ職ظ間をどのようにա͝すべきかという意識վֵも検討するこ
（0）
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採用タスクチーム 育成タスクチーム 育児・休職タスクチーム
タスクチームオーナー
常務（人事担当）
タスクチームリーダー
人事部長
タスクチームサブリーダー
労務マネージャー
アドバイザー
筆者
ਤ２ɹλεΫの࣮ࢪମ੍
　各タスΫチームが検討すべき内容は表3のとおりとなっている。ج本的にはどのような
ことを検討してもྑいというスタンスであるが、ϝンόーがどのようなことをج࣠に検討
を開始するべきかのಓےが必要なことから、事務ہの࿑務Ϛネーδϟーと筆者とのଧͪ߹
わせによって検討すべき内容をྫࣔした。
ද３ɹ֤λεΫチーϜのݕ౼಺༰ྫ
タスΫチーム名 検討内容のྫ
採用タスΫチーム ˓技術系女性社員の採用
育成タスΫチーム
˓技術系女性社員の育成
˓事務系女性社員の育成
育ࣇ・ٳ職タスΫチーム
˓ٳ職લ、ٳ職中、ٳ職後のϑΥロー
˓ٳ職者の意識վֵ
　採用タスΫチームは、技術系女性社員を採用するためにどのようにֶੜに޿告し、ૌٻ
していくか、また採用するための体制をどのようにすべきかを中心に検討することを目ඪ
とした。
　育成タスΫチームについては、女性活躍推進の中で対֎的にެ表した技術系女性社員を
採用した場߹にどのように育成すべきかというڭ育・܇࿅体系のܽ೗の解ফを٤ۓの検討
目ඪとし、育成体系構ஙの中でग़࢈、育ࣇという女性のϥΠϑΠベントを考ྀした部෼を
事務系女性社員にも展開するという検討目ඪも設定した。
　育ࣇ・ٳ職タスΫチームは、΄とんどのϝンόーがܦݧしている೛৷、ग़࢈、育ࣇ、ٳ
職、職場෮ؼというプロセスの中でࣗ෼ࣗ਎がࠔったܦݧをجに、女性ࣗ਎が、また上࢘
がどのようにすればྑいかを検討の目ඪにすることとした。さらに、育ࣇをする女性ࣗ਎
ࣗらも企業の一員としてٳ職ظ間をどのようにա͝すべきかという意識վֵも検討するこ
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（株）東京エネシスの女性活躍推進に向けた活動（１）（井上仁志）
ととして設定した。
ᶃ女性社員の活躍を推進する。
　　女性社員が活躍できる؀ڥ΍෩౔にมえる。
ᶄ女性活躍推進のཧ解者を૿΍す。
　　まͣは、タスΫϝンόーに女性活躍推進の必要性΍ํ法をཧ解してもらい、職場に޿める。
ᶅタスΫチームϝンόーのスΩルアοプ。
　　本タスΫ活動を通じて主体性、෼ੳ力、協同力などの能力を向上させる。
ද̐ɹλεΫチーϜの׆ಈ໨త
　タスΫチームの活動目的は表̐のように設定された。ᶃは全体の目ඪとしては当વであ
るが、特にᶄとᶅについては、本タスΫチームの活動の主目的となっている。このような
チームにࢀՃした社員が職場に໭り、࣍のチームϝンόーがબग़される場߹には、ࢀՃϝ
ンόーが行ったことの実੷が職場に෼かり΍すくਁಁすることと、೔常業務で能力を発ش・
活躍することによって、当֘検討に関わらなかった社員にも、この活動がཧ解できるよう
になる。結果として՝題解ܾࡦの定ணと৽たな՝題の発۷・վળにつな͛ることができる
ようになっていく。
̑．λεΫチーϜの׆ಈ
　201年݄̑20೔、બग़されたϝンόーが本社にू߹しΩοΫΦϑϛーςΟンάが行われ
た。
　最ॳに人事担当のੴ井常務から本タスΫの意ٛと今回のϝンόーに対して、職場からの
ظ଴がେきいことの܇ࣔがされた。続いて筆者から۩体的な進めํについてのઆ明を行っ
た。
ਤ３ɹ֤λεΫチーϜͰのਐΊํ
課題の抽出
課題解決方法を設計
基本設計に基づく計画の実行
運用
（1）
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　各タスΫチームは、ਤ3のようなखॱで検討からӡ用まで進めることとした。まͣ、ど
のような問題があるかについてϝンόーが職場からのฉき込みをؚめେきな෇ᝦにॻき込
み、࣋ͪدって検討することとした。࣋ͪدった෇ᝦの問題点を全員でϒレンストーϛン
άしながらू約̑していき、その中からॏ要とࢥわれる点を数点બͼ՝題として設定した。
　நग़した՝題についてࣗ社の特に現場の؀ڥ΍意識を、ސ٬の状況などの現状をे෼考
ྀしつつ、従དྷの考えํにとらわれͣ、本དྷあるべき࢟をࢥいුかべながら解ܾࡦの設計
を行うこととした。
　解ܾࡦについてࣗチームでできる内容については、トϥΠアルとして実ફしていきධՁ
し、さらにྑいものにできるようにվྑを行うこととし、ࣗチームで実施できないものは
人事部΁ఏݴする形で実施ґཔすることとした。
ਤ̐ɹঁੑ׆༂ਪਐλεΫチーϜ発足࣌のϝϯόーのࣸਅ
ࡾྻ目中ԝɿ総੹೚者のੴ井常務、ࡾྻ目ࠨからೋ人目ɿタスΫリーμーのถ໺
人事部௕、ࡾྻ目一൪ ɿࠨタスΫのサϒリーμーで事務ہの今井࿑務Ϛネーδϟー
ʢ̍ʣ࠾༻λεΫチーϜ
　採用タスΫチームについては、当ॳ技術系女性社員の採用に向けてどのようにすべきか
から検討をスタートしたが、՝題をநग़する段階でஉ女を問わͣԠื者が同業ଞ社にൺべ
て少ないことが൑明したことから、ืू活動全体について検討することとした。
　ब職φビサΠトにアΫセスするֶੜの数を޿告開始から会社આ明会までのظ間を細෼化
し、ଞ社の状況とのൺֱを行った。また、ֶੜがどのようにアΫセスし検ࡧするかをࣗ社
のۙ年採用した社員にアンケートを行い、一般ֶੜの動向調査等もࢀ考にしながらվળが
必要な点をநग़し、վળを行うこととした。
̑　վળख法の「,+ 法」のようなํ法で実施。
（2）
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　各タスΫチームは、ਤ3のようなखॱで検討からӡ用まで進めることとした。まͣ、ど
のような問題があるかについてϝンόーが職場からのฉき込みをؚめେきな෇ᝦにॻき込
み、࣋ͪدって検討することとした。࣋ͪدった෇ᝦの問題点を全員でϒレンストーϛン
άしながらू約̑していき、その中からॏ要とࢥわれる点を数点બͼ՝題として設定した。
　நग़した՝題についてࣗ社の特に現場の؀ڥ΍意識を、ސ٬の状況などの現状をे෼考
ྀしつつ、従དྷの考えํにとらわれͣ、本དྷあるべき࢟をࢥいුかべながら解ܾࡦの設計
を行うこととした。
　解ܾࡦについてࣗチームでできる内容については、トϥΠアルとして実ફしていきධՁ
し、さらにྑいものにできるようにվྑを行うこととし、ࣗチームで実施できないものは
人事部΁ఏݴする形で実施ґཔすることとした。
ਤ̐ɹঁੑ׆༂ਪਐλεΫチーϜ発足࣌のϝϯόーのࣸਅ
ࡾྻ目中ԝɿ総੹೚者のੴ井常務、ࡾྻ目ࠨからೋ人目ɿタスΫリーμーのถ໺
人事部௕、ࡾྻ目一൪ ɿࠨタスΫのサϒリーμーで事務ہの今井࿑務Ϛネーδϟー
ʢ̍ʣ࠾༻λεΫチーϜ
　採用タスΫチームについては、当ॳ技術系女性社員の採用に向けてどのようにすべきか
から検討をスタートしたが、՝題をநग़する段階でஉ女を問わͣԠื者が同業ଞ社にൺべ
て少ないことが൑明したことから、ืू活動全体について検討することとした。
　ब職φビサΠトにアΫセスするֶੜの数を޿告開始から会社આ明会までのظ間を細෼化
し、ଞ社の状況とのൺֱを行った。また、ֶੜがどのようにアΫセスし検ࡧするかをࣗ社
のۙ年採用した社員にアンケートを行い、一般ֶੜの動向調査等もࢀ考にしながらվળが
必要な点をநग़し、վળを行うこととした。
̑　վળख法の「,+ 法」のようなํ法で実施。
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（株）東京エネシスの女性活躍推進に向けた活動（１）（井上仁志）
　会社のઆ明会については、今までืू要項のৄ細なઆ明΍本社ビルのઆ明などに多くの
࣌間をඅ΍していたことが෼かりこれもվળすることとした。
　さらにएख0#、0(の活用等を行っていなかったことから、リΫルーター制の導ೖに
ついても検討することとした。
՝題
˓エントリー数、会社આ明会にࢀՃするֶੜが少ない。
˓会社のϗームϖーδ、ब職φビサΠトで「女性社員をืूしている」というアϐー
ルがෆ足している。
˓会社આ明会࣌にएख社員とֶੜとのަ流がない。
施ࡦの検討
˓ब職φビサΠトܝࡌ内容の見௚し。
˓会社આ明会の見௚し。
˓एख0#、0(のେֶ๚問。
˓リΫルーター制౓の導ೖ。
ද̑ɹ࠾༻λεΫチーϜの՝୊ͱࢪࡦ
ʢ２ʣҭ੒λεΫチーϜ
　育成タスΫチームについては、女性社員の育成に関するج本的ํ਑が明ࣔされていない
ことをडけて、今回検討する技術系女性社員の育成に関するํ਑を࡞成することを第一の
目ඪとして活動を開始した。育成ํ਑がないことから当વに現場に配置する場߹のトΠレ
΍ߋҥࣨといった؀ڥ整備も進んでいない状況であった。
　技術系女性社員の採用が΄とんどなかったことからロールϞσルもなく、これから採用
する女性社員の目ඪとなるج本的なローςーシϣンもཱ֬していなかった。
　事務系とҟなり、技術系女性社員は೛৷すると҆全ଳを෇けて現場にग़られなくことか
ら、೛৷൑明࣌点からどのようなサϙートをするかも検討しなければならない。
՝題
˓女性社員の育成に関するج本的なํ਑がない。
˓女性社員を配ଐする現場部門の؀ڥ整備がされていない。
˓ロールϞσルがない。
施ࡦの検討
˓ෳ数の職場ܦݧの෇༩。
˓育成サϙート体制のॆ実。
˓職域の֦େ。
˓女性技術系社員のܧ続採用。
ද̒ɹҭ੒λεΫチーϜの՝୊ͱࢪࡦ
ʢ３ʣҭࣇɾٳ৬λεΫチーϜ
　育ࣇ・ٳ職タスΫチームについては、ϝンόーࣗ਎が೛৷した࣌のܦݧから体調ととも
に業務をどのようにしていくべきかのෆ҆、後೚΁の引ܧ͗、ཧ解ෆ足の上࢘΁の対Ԡ、
（）
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෮職࣌のෆ҆、育ࣇと࢓事のཱ྆の೉しさなどの問題点についてはすでにநग़できていた。
この体ݧから本人、上࢘、同྅がどのようにすべきか、ख続きはどのようになっているか
など、ࣗ෼ࣗ਎が஌りたかったことをࢥいग़しながら検討し、೛৷から෮職までの各ター
ムの流れにԊってϚχϡルを࡞成することとした。
ද̓ɹҭࣇɾٳ৬λεΫチーϜの՝୊ͱࢪࡦ
՝題
˓ۈ務制౓、௞ۚ制౓、必要なख続きが෼かりにくい。
˓ޏ用อݥ等のެ的制౓の内容が෼からない。
˓؅ཧ者が೛৷、ग़࢈した女性にどのように対Ԡすればྑいか෼からない。
施ࡦの検討 ˓೛৷から෮職までの流れにԊったϚχϡアルの࡞成。
　各タスΫチームの検討、トϥΠアルとしてのվળ実施について201年11݄11೔中間報告
会が開࠵された。本社部௕΍Ϛネーδϟー、現場௕΍各؅ཧ職のલで۽୩社௕が「全ての
ఏݴをडけ取る」という力強いݴ༿が発せられ、タスΫϝンόーの意識高༲につながり、
女性活躍推進の施ࡦは組৫としてೝ஌されることとなった。
ਤ̑ɹதؒใࠂձͰϝϯόーのࢠڙΛ๊͘۽୩ࣾ௕
̒．׆ಈの੒Ռ
　中間報告会Ҏ߱各チームでさらにৄ細検討΍実ફを行い、2017年݄̒̕೔最終報告会で
ఏݴと࢒された՝題に対する発表が໾員をؚΉ121名のલで行われた。
ʢ̍ʣ࠾༻λεΫチーϜ
　ֶੜがब職φビサΠトにアΫセスして最ॳにग़てくるը໘は、各社わͣかな行数の঺հ
で１ϖーδに数े社ܝࡌされる。この状ଶでֶੜにΠンύΫトを༩え、ࣗ社に༠Ҽし、Ϋ
リοΫしてもらうためのΩϟοチίϐーを考えた。さらにΫリοΫした࣌にग़てくるը໘
（4）
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෮職࣌のෆ҆、育ࣇと࢓事のཱ྆の೉しさなどの問題点についてはすでにநग़できていた。
この体ݧから本人、上࢘、同྅がどのようにすべきか、ख続きはどのようになっているか
など、ࣗ෼ࣗ਎が஌りたかったことをࢥいग़しながら検討し、೛৷から෮職までの各ター
ムの流れにԊってϚχϡルを࡞成することとした。
ද̓ɹҭࣇɾٳ৬λεΫチーϜの՝୊ͱࢪࡦ
՝題
˓ۈ務制౓、௞ۚ制౓、必要なख続きが෼かりにくい。
˓ޏ用อݥ等のެ的制౓の内容が෼からない。
˓؅ཧ者が೛৷、ग़࢈した女性にどのように対Ԡすればྑいか෼からない。
施ࡦの検討 ˓೛৷から෮職までの流れにԊったϚχϡアルの࡞成。
　各タスΫチームの検討、トϥΠアルとしてのվળ実施について201年11݄11೔中間報告
会が開࠵された。本社部௕΍Ϛネーδϟー、現場௕΍各؅ཧ職のલで۽୩社௕が「全ての
ఏݴをडけ取る」という力強いݴ༿が発せられ、タスΫϝンόーの意識高༲につながり、
女性活躍推進の施ࡦは組৫としてೝ஌されることとなった。
ਤ̑ɹதؒใࠂձͰϝϯόーのࢠڙΛ๊͘۽୩ࣾ௕
̒．׆ಈの੒Ռ
　中間報告会Ҏ߱各チームでさらにৄ細検討΍実ફを行い、2017年݄̒̕೔最終報告会で
ఏݴと࢒された՝題に対する発表が໾員をؚΉ121名のલで行われた。
ʢ̍ʣ࠾༻λεΫチーϜ
　ֶੜがब職φビサΠトにアΫセスして最ॳにग़てくるը໘は、各社わͣかな行数の঺հ
で１ϖーδに数े社ܝࡌされる。この状ଶでֶੜにΠンύΫトを༩え、ࣗ社に༠Ҽし、Ϋ
リοΫしてもらうためのΩϟοチίϐーを考えた。さらにΫリοΫした࣌にग़てくるը໘
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（株）東京エネシスの女性活躍推進に向けた活動（１）（井上仁志）
にࣗ社をΠϝーδできるΠϥストを࡞成しֶੜに「いいなー」とࢥわせる工෉をこらした。
ここまでདྷればֶੜに採用のϗームϖーδをよく見てもらうことがՄ能となる。
ਤ̒ɹब৬φϏサΠτのୈೋը໘
　会社આ明会については、従དྷ2࣌間0෼の中で、会社の内容આ明１࣌間0෼、現場
%7%の上ө0෼、ืू要項のઆ明0෼という内容になっていた。これを会社આ明とืू
要項のઆ明を߹わせて１࣌間まで୹ॖさせ、ઌഐ社員とのަ流を１࣌間としてࣗ社のັ力
をएいઌഐ社員から࿩をし、਌しみ΍すさॊらかい雰囲気のৢ成をਤった。
　ଧってग़る積極的な採用活動のためにリΫルーター制౓を導ೖし、ֶߍ๚問΍会社આ明
会にリΫルーターを積極的に活用するようにした。リΫルーターに対しては筆者が事લに
どのようにࣗ社のັ力を૬खに෼からせるかというプレθン技術、਌しまれる人間૾にな
るための܇࿅等を実施した。
　結果として、エントリー数1ഒ、会社આ明会ࢀՃ数1ഒ、ద性検査डݧ཰20ഒとલ年
をେきく上回る成果をಘた。
˓ब職φビサΠトの見௚し
　・検ࡧը໘でのΩϟοチίϐーのܝࡌ
　・当社をΠϝーδするΠϥストのܝࡌ
　・ઌഐ৘報の௥Ճ
˓会社આ明会の見௚し
　・આ明࣌間を୹ॖしઌഐ社員とのަ流࣌間を௥Ճ
˓リΫルーター制౓の導ೖ
　・会社આ明会にएख社員がࢀՃ
　・ֶߍ๚問࣌にएख0#、0(が同行
ද̔ɹ࠾༻λεΫチーϜの੒Ռ
ʢ２ʣҭ੒λεΫチーϜ
　育成タスΫチームは「技術系女性社員の育成計ըॻ」と「事務系女性社員の育成計ըॻ」
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を࡞成した。
　育成計ըॻは、ೖ社から10年間（େଔج準）とඪ準的なϥΠϑΠベントが上部に記ࡌさ
れており、各年࣍に対して「人事ローςーシϣン」、「育成サϙート体制」、「資֨取ಘ」、「技
術技能ߨशʗ特ผڭ育ʗ目的ผݚम（技術系部門実施෼）」、「階૚ผʗ目的ผݚम（人事
部実施෼）」の項目が設定され一目で実施する項目が෼かるようになっている。
　ྫえば技術系の女性社員の人事ローςーシϣンについては、現場をしっかりཧ解させる
ため、ॳظ配ଐとして現場に3年間配ଐすることとして、3年後にҟ動するࡍにはॳظ配
ଐされた現場の設備΍؀ڥとҟなる現場に2年間配ଐし、ۤ ࿑しながらࣗ社の現場の技術・
技能をशಘすることとしている。この̑年間でجૅ的な技術・技能をशಘできれば、೛৷
によって҆全ଳをして現場に行けなくなってもج本的な能力は一Ԡ۩備できると考えられ
る。その後は本人のద性΍能力によってさらに現場にҟ動する者、؅ཧ部門にҟ動する者
に෼かれるローςーシϣンを設定している。
　事務系女性社員については、ॳظ配ଐの現場3年については建設・設備工事業における
現場とはԿかをしっかり体ಘさせるために技術系と同じに設定した。ただし3年後のҟ動
については、現場に配ଐする者と؅ཧ部門に配ଐする者に෼かれている。これは、事務系
ઐ門的能力をཆੜするための業務が؅ཧ部門にू中していることを考ྀしたことによる。
　このように۩体的な項目ຖに業務実ଶ΍必要な能力、೛৷、ग़࢈という女性特有のϥΠ
ϑΠベントを考ྀして設定している。
˓人事ローςーシϣンの設定
˓ 0+5体制のཱ֬
˓ϝンター制౓の導ೖ
˓ネοトでの心的サϙート制౓の導ೖ
˓必要な資֨の検討
˓職छの֦େの検討
ද̕ɹҭ੒λεΫチーϜの੒Ռ
ਤ̓ɹҭ੒λεΫチーϜのݕ౼ձ
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（株）東京エネシスの女性活躍推進に向けた活動（１）（井上仁志）
ʢ３ʣҭࣇɾٳ৬λεΫチーϜ
　育ࣇ・ٳ職タスΫチームは、ग़࢈・育ࣇٳ業関連業務Ϛχϡルを࡞成して、これを活用
し؅ཧ職΍女性社員はもͪΖん全社員΁のप஌を行うために、ϝンόーがख෼けして各現
場にग़向きઆ明会を実施することとした。ซせて、ܧ続してܒ໤するために৽೚؅ཧ職ݚ
म等での実施について人事部にఏݴした。
　内容は、「฼਌の状況」、「Ϛネδϝント」、「社内ن定」、「ख続」の̐項目をᶃ೛৷ॳظ、
ᶄ೛৷中ظ、ᶅ೛৷後ظ、ᶆग़࢈、ᶇٳ職、ᶈ෮職の各Χςΰリーに෼けて෼かり΍すく
解આし、ר຤に「関連法ن」と「ாථྨ」をఴ෇している。
ਤ̔ɹग़࢈ɾҭࣇٳ業ؔ࿈業຿Ϛχϡϧのදࢴ
දɹҭࣇɾٳ৬λεΫチーϜの੒Ռ
˓೛৷ʙ෮職までの各タームで必要な事項をまとめたϚχϡアルの࡞成
　・฼਌の਎体状況΍ਫ਼ਆ状況
　・上࢘として஌っておくべき事項
　・関܎する社内ن定の解આ
　・ख続きॻྨ΍ํ法
　・関܎法ྩ
̓．ࠓޙのऔΓ૊Έ
　当֘企業は、女性活躍推進活動のॳ年౓として、「採用タスΫチーム」、「育成タスΫチー
ム」、「育ࣇ・ٳ職タスΫチーム」の3つの活動を同࣌ฒ行して実施することとした。3タ
スΫチームとも所ظの目的を上回る成果を上͛たとܦӦ૚から高いධՁをಘることができ
た。各タスΫチームがトϥΠアルで実施した事項は全て当֘所؅部門が本֨実施すること
とし、さらに各チームから今後に向けてఏݴされた内容も関܎部門が調整しながらج本的
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に実施することとしている。
　今回のタスΫチームの活動ظ間については１年間と設定していた。このཧ༝は数年間の
間に女性社員全員と高い意識を࣋つஉ性社員がこの活動に関わることによって、全社的な
機ӡを高め、女性活躍推進の౔৕を形成したいという考えによるものである。
　そこで、今回検討・ఏݴした内容を引き続き実ફするために、2017年݄̓より৽たなϝ
ンόーをબग़し第2Ϋールとしてܧ続実施することとしている。
　なお、今回のタスΫでج本的な事項は૝定Ҏ上にఏݴされ֬実に実施することがॏ要と
なってきたことから、第2Ϋールは１チームで行うことにしている。これに、ཱ྆ࢧԉを
するために必要なಇきํのվળ、意識向上が必要である点にண目し、ಇきํվֵのチーム
を࡞ることとした。そこでେきなくくりは「ಇきํվֵ」としてその中に「業務効཰化チー
ム」と「女性活躍推進チーム」の2チームにてܧ続実施することとした。
　その実施体制等はਤ̕のようになっている。
ਤ̕ɹಇ͖ํվֵ࣮ࢪମ੍
̔．͓ΘΓʹ
　企業で女性が活躍するためには、୯にԼବをཤかせて能力開発をしないまま女性؅ཧ職
を૿΍すという本຤స౗なことをしてはならない。
　人ࡐが能力開発されて、কདྷその企業を担うためには、業務ܦݧを通じた能力向上、ू
߹ݚमでの能力向上、ࣗݾܒ発のࡾ本のபが必要となる。とりわけ、業務ܦݧによる能力
向上には、どの業務を担当させ、いつまでに、どのような能力を෇༩するかという計ը的
（）

େࡕ࢈業େֶܦӦ࿦ू　第 øĀ ר　第 ø߸
に実施することとしている。
　今回のタスΫチームの活動ظ間については１年間と設定していた。このཧ༝は数年間の
間に女性社員全員と高い意識を࣋つஉ性社員がこの活動に関わることによって、全社的な
機ӡを高め、女性活躍推進の౔৕を形成したいという考えによるものである。
　そこで、今回検討・ఏݴした内容を引き続き実ફするために、2017年݄̓より৽たなϝ
ンόーをબग़し第2Ϋールとしてܧ続実施することとしている。
　なお、今回のタスΫでج本的な事項は૝定Ҏ上にఏݴされ֬実に実施することがॏ要と
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　その実施体制等はਤ̕のようになっている。
ਤ̕ɹಇ͖ํվֵ࣮ࢪମ੍
̔．͓ΘΓʹ
　企業で女性が活躍するためには、୯にԼବをཤかせて能力開発をしないまま女性؅ཧ職
を૿΍すという本຤స౗なことをしてはならない。
　人ࡐが能力開発されて、কདྷその企業を担うためには、業務ܦݧを通じた能力向上、ू
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な育成が必要である。この計ըにجͮき、0+5指導者からద੾に指導をडけられる業務
෼担΍体制を整え、ద੾にҟ動΍業務෼担มえなどを行い、上Ґ職Ґに必要な能力を向上
させる必要がある。
　このཧ࿦については、各企業のϛυルϚネδϝント૚は಄ではཧ解しているが、実行す
るか、しないかは؅ཧ職೚せの企業が多い。
　女性活躍推進法が施行されて各企業は女性の活躍推進に向けて各छの施ࡦを展開しよう
としているが、法律という֎ѹによって࢓ํなく実行するという企業がある中で、人ࡐを
人ࡒにมえ性ผに関わりなく活躍できる౔৕をਅ݋にৢ成しようとする企業のスタートか
ら࢓上͛までの௕いظ間ϑΝシリςートとしてࢀՃさせてもらい、建設・設備工事業とい
う女性活躍推進の中で最も஗れていると考えられる業छでのม化をリサーチさせてもらう
こととした。
　今後、各タスΫチームのスタートから最終成果までのಓのりをまとめଞ社の女性活躍推
進の޷事ྫとして活用してもらうことを考えている。
　女性活躍推進が進んでいない状況をެ開することにཧ解をࣔしていただいた（株）東京
エネシスのܦӦ૚およͼタスΫチームのϝンόーには心より感ँしている。さらに各チー
ムのৄ細な活動内容についても、今後、チームຖに発表することにཧ解をࣔしていただい
ていることにॏͶて感ँしている。本稿がきっかけとなり、೔本企業でਅに女性活躍推進
が進Ήことをظ଴している。
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